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ありません。例えば、「鄙のひな祭り」は合計10年間継続さ

れ、最終年には大森町だけではなく、他の町からも多くのボ

ランティアが集合して盛況のうちに幕を閉じました。しかし、

この活動も当初はまちの人の賛同は得られず、ほとんど外部

の参加者だけでした。

そのような無関心、もしくは反対の中でどのようにし

てまちの人を巻き込んでいったでしょうか。そのコツがあれ

ば、お教え下さい。

コツはありません。説得のようなこともほとんどし

ていないと思います。反対に、目立つ活動をすることで地域

の人による悪いうわさはどうしても耳に入ってきます。しか

しできるだけそのことには心を砕かないようにしました。ま

た活動への参加を促すようなこともあまりしていません。

ただ、私が心がけたことを挙げるとすれば、それは“私自

身が変わること”でした。人を説得して変えることは非常に

現在、石見銀山は松場さんをはじめとしたクリエータ

ー達の思いが詰まった町になろうとしています。しかし石見

銀山では最初からまちの意思が一つだったのでしょうか。で

きれば、活動のきっかけを含めてお聞かせ下さい。

いいえ残念ながら、私たちのまちでも多くの反対、

そして無関心がありましたし、今でもそれらが完全になくな

ったとは思いません。

少し私たちの活動のきっかけについてお話しすると、実は

最初から壮大なまちおこしへの思いがあったわけではありま

せん。そこには、ただ「私たちが住みたいと思える町にする」

という、私たちがこのまちで生きていくために必要な環境を

整えたいという切実な思いがありました。

私たちの活動のきっかけは、1991年に行ったまちの良いと

ころを話しながら町を練り歩く活動に遡ります。この活動は

嬬恋（つまごい）の行政官の方のまちおこしに関する講演で

「よそものである私がまちをかえていくために、私自身がま

ちのことが大好きであることを宣言して回る必要があった」

というエピソードにヒントを得て、実際に私たちが動き成功

した最初の活動です。

しかし、もちろん全ての活動がうまくいっていたわけでは
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難しいことです。しかし、自分を変えていき、それによって

人に影響を与えることは可能です。ですから、私はまず行動

を起こし、それを継続してつづけることで自分を変えようと

心がけました。もし現在の活動にまちの人々が参加してくれ

ているとするならば、おそらく私がいくばくか変わった結果、

人がついてきてくれるようになったのだと思います。

活動を継続することで、自分を変え、人を変えていく。

しかし多くの無関心や反対の中での活動を継続するには大き

な困難があったかと思います。実際の活動ではどのような心

がけが必要であったのでしょうか。

それは、常に100％を目指すのではなく、“あえて力

を抜きながら走り続けること”です。完全に100％を目指し

て活動をすることは、高い完成度の代償として多くの人に無

理を強いることになります。例えば、“草木染め”は純粋な

自然物と考えられていますが、煤染剤を使用する際、100％

自然とは言いきれなくなる場合があります。これは一例です

が、100％を目指す活動はある一定の人が非常に高い意義・

満足度を感じる一方、同時に大きなコストやリスクを背負っ

ている人がいる、というケースが多いことを忘れてはなりま

せん。

ですから私は、あえて100％を目指さず、しかし成果を生

み出す活動を行おうとしてきました。日本の家屋には、家の

外側としての機能と内側としての機能を併せ持つ“縁側”が

あります。縁側は考え方によって、内にも外にもなります。

私たちは、自分の活動においてもそういう曖昧なゾーンをあ

えてつくろうとしたのです。このある一定の境界を引かない

曖昧さを残して不満・不平をどうにか吸収したことが、私た

ちの活動が継続した秘訣と言えるかもしれません。

100％を目指すことは、難しいようですが目標が定まって

いる分簡単なことです。そうではなく、私たちの活動はあえ

て曖昧な部分を残し、なおかつ活動の意義を残す、という方

式をとっています。もしかすると、ある意味ではこの力を抜

きながら走り続けるという生き方は非常に難しいかもしれま

せんね。

松場さんが目指す人物とは、どのようなコンセプトに

根ざした人なのでしょうか。

それは言ってみれば、“無我の境地”を目指す人、

とでも言うのでしょうか。そもそも私たちが住みたいと思う

町、それは私たちの利益だけが全面におしだされるまちでは

ありません。むしろ今だけではなく将来も多くの人たちが夢

を実現できるステージとして選んでくれるまちです。そのた
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めには、私たちはできだけ我欲を抑えもっと大きな魅力を作

るために動かなければなりません。私たちは全面にでて特産

品や人工の観光名所をつくるつもりはありません。それより

も地域に眠る自然や雰囲気の良さを大切に守り育てていけば

良いのだと思います。

という歌があります。私たちもこの歌のように生きられれ

ばと思います。

その考え方が、現在のまちにも活かされているのでし

ょうか。

そうであって欲しいと思っています。歩いて回って

いただければお分かりになるように、石見銀山にはこれとい

った特産品やいわゆる日光の東照宮や京都・奈良の観光名所

のようなものはほとんどありません。しかし、この土地を訪

れてくれる多くのリピーターはその自然や風景、雰囲気に魅

力を感じてくれています。中には、自分の夢を実現するフィ

ールドとしてこのまちを選び住み着いてくれる人々もいま

す。私たちが目指すまち、それは現在だけにとどまらない、

将来にわたっても魅力ののこる自然体のまちなのです。
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